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内容  租税法律関係において租税行政の果たすべき役割は大きく，本書は，租税法を行政的な視角から学習す

るために「租税行政法」として企画されたものです。租税行政法というくくりの中で，組織法的領域，手続法的

領域を中心にまとめ，特に，実務家が押さえておかねばならない問題関心，とりわけ税務調査や租税手続

などに重点をおいて構成しています。初版から４年。税務調査に関する手続きについての改正，マイナンバ

ー制度の導入，資料情報制度の拡充，新しい加算税制度の創設など，新たに注目すべき租税行政法領域

をめぐる動きを加えた新版です。 
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